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区において観光振興を推進することにより、区のイメージアップや
区への来訪者の増加を図ることができ、地域経済・産業の活性化、
住民の地域に対する誇りの高揚、来訪者との交流による地域の活性
化等、多くの効果が期待できる。

川の手荒川まつり、ｼﾀﾞﾚｻﾞｸﾗ
祭り、産業展、伝統技術展、
バラの市、都電ウォークラ
リー

96千人

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

94千人

重点的に推進 重点的に推進

指
　
　
　
　
標

観光ｲﾍﾞﾝﾄ等入場者数

今
後
の
方
向
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○区における観光振興を推進するため、観光振興懇談会の報告等を踏まえ、現在実施している施策
　について、必要に応じて見直しや拡充を図っていく。
○区の魅力を多様な手法により情報発信するため、区の地域特性を考慮した効果的な観光振興施策
　を検討実施していく。
○観光イベントの支援など観光振興施策の実施に当たっては、区民や事業者との連携や協働、役割
　分担など推進体制の整備を進めていく。
○既存の観光資源に加え、新たな観光資源を活用した観光振興に取り組んでいく。

06-01

21年度

98千人 110千人

22年度

96千人

内線
産業経済部観光振興課
吉野　豊喜 460

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

20年度

行政評価
事業体系

分野

政策

観光による地域活性化の推進

関連部課名

人が集う魅力あるまちの形成[06]

施策名

産業革新都市[Ⅲ]

部課名
課長名

施策No

指標に関する説明

区の魅力を広く情報発信するとともに、観光資源や来訪者の受入体制を整備するなど、観光の視点
から区の魅力を高め、区内産業の振興と地域のイメージ向上・活性化を図る。

他の地域から来訪者を呼び込むためには、人々の観光に対する考え方やニーズの多様化を的確にと
らえて、それに応じた観光情報を発信するとともに、来訪者の満足が得られる観光メニューの提供
に努めていくことが課題である。
観光振興を推進するためには、地域で生活する区民や地域で活動する事業者の自主的・自立的な取
組みが必要であり、区民や事業者が観光振興に取り組む気運を醸成していくことが重要である。
（指標の数値は、天候等外部的な要因で左右されるため、達成困難な場合が想定されるものであ
る。）

19年度



施策分析シート（平成２2年度）
No2

21年度

推進

推進

重点的
に推進

継続

合　計 34,397 23,569

04-03-07 876 971

04-03-08 6,635 1,540

推進

04-03-05 11,490 11,845
重点的
に推進

04-03-06 474 109 推進

事務事業
No

施策推進のた
めの分類

前年度
設　定

今年度
設　定

20年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
決算額（千円）

分類についての説明・意見等

04-03-02 6,411 4,738

66604-03-01 647

魅力伝え隊の拡大を図ってい
く。

モノづくり見学・体験スポット
の拡大を目指し、産業観光を推
進する。

343 225 推進

7,521 3,475 推進

荒川区におけるロケ誘致件数を
増加させるため、旧道灌山中学
校のロケ施設を含め効率的かつ
効果的な運営方法を検討してす
る。

継続

受入体制整備事業

都電荒川線活用事業

04-03-03

04-03-04

観光情報提供事業

ロケーション関連事業

観光振興懇談会運営費

観光ｲﾍﾞﾝﾄ助成

荒川区観光大使PR事業

産業観光推進事業

荒川区の主要な観光資源の一つ
である都電荒川線をさらに活用
していく。

外国人を含めた、来訪者の受入
体制の充実を図る。

重点的
に推進

推進

推進

推進

観光振興を図るための基本的な
事業であるため、さらにＰＲに
努める必要がある。

観光振興を図る上で、区民・事
業者の自主的活動の支援を進め
る必要がある。

区における観光振興の具体的施
策を検討するものである。

重点的
に推進

推進


